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☆ コラム（飯島のつぶやき） ☆ 

寒ぶり 

税理士会麻布支部の税理士で、よく食事に誘ってく

れる先輩がいます。先月も、土曜日に出社して仕事を

していたところ、携帯に電話があり、「行き付けの寿

司屋に越前蟹が入荷したから、一緒に食べに行こう」

ということになりました。 

蟹を堪能し、お酒も程よくまわってきた時に、話題

は彼女の実家である富山の氷見。そこは寒ぶりがもの

すごく有名なところだったのです。 

富山では、お嫁さんの実家から嫁ぎ先にぶりを贈る

風習があるそうです。そして、ぶりの半身をわたすの

がお返しとしての昔からの習慣だそうです。 

話が盛り上がり、私の事務所にぶりを 1 本送って

いただけることになったのです。 

翌週の火曜日の午前中に「氷見の寒ぶり」と書いて

ある大きな発泡スチロールの荷物が事務所に届いたの

です。開けてみるとそこには見事な（10 キロはある）

寒ぶりが氷のベットに横たわっていました。 

「さて、これを一体どうしよう？」自宅からは、念

のため出刃包丁（マイ包丁）を持ってきてはいたので

すが、10 キロものぶりをさばく厨房もなければ、私

の腕では自信がありません。思案したあげく、隣のう

なぎ屋さん（松宮川）のご夫婦に相談したところ、快

くさばいてくれることになったのです。 

その日の夜は最後の来客をお送りし、会議室でぶり

パーティの始まり。近所のスーパーでぶりしゃぶ用に

野菜を買い、準備万端。冷蔵庫にあらかじめビールも

冷やしてあります。 

まずは刺身、分厚く切ったそれは、どんなにわさび

をつけても効かない程の脂がのっていました。 

電気鍋に水をはり昆布を入れて、沸騰したところに

今度はやや薄く切ったぶりの身を入れ「しゃーぶ、し

ゃぶ」これを紅葉おろしのポン酢でいただきます。こ

れはもういくらでも入ってしまいます。 

野菜も食べ尽くした最後には、抜群のエキスを醸し

出しているスープでおじやを作り平らげました。 

アイズ食堂、今年も営業中！！ 

今月の一言 

『人は城、人は石垣、人は堀、 

情けは味方、仇は敵なり』（武田信玄） 

企業を本当に守ってくれるのは、立派な建物や道具

ではなく、社員です。だからこそ社員には真心で接す

ることが大切です。感情的に辛く当たれば憎まれます。 

 

 

☆平成 24 年分確定申告提出期限☆ 

平成 24 年分の確定申告の時期となりました。所

得税確定申告が必要な方には、各担当者よりご案内

を送付しております。必要書類をご準備の上、ご提

出をお願い申し上げます。 

申告期限は、所得税が 2月 18 日～3月 15 日（還

付申告は既に受付開始）、贈与税は 2月 1 日～3月

15 日、消費税は 1月 4日～4月 1日です。納期限も

申告期限と同日となります。ただし、所得税と消費

税については振替納税制度をご利用頂く事で納期限

を延ばす事が可能です。 

（所得税：4月 22 日 消費税：4月 24 日） 

☆所得税確定申告と後期高齢者医療制度☆ 

後期高齢者医療制度の適用を受けている方が、 

上場株式等に係る譲渡損失の繰越控除を受けるた

めに確定申告を行う場合、収入金額が増加する為、

自己負担額の算定基礎となる住民税の課税標準額

（課税標準額とは所得の合計から住民税の控除額を

引いた金額です。）が増加し、医療機関での自己負

担額が増加する場合もありますので注意が必要で

す。 

☆所得税 財産及び債務の明細書☆ 

平成 24年分の各種所得の金額の合計額が 2,000

万円を超える方は、平成 24 年 12 月 31 日時点の財

産や債務についてその種類、金額を記載した明細

書を確定申告書に添付して提出しなければなりま

せん。該当する方には担当者がご連絡する場合が

ございますので宜しくお願いします。 

☆平成25年1月1日以後の退職所得に係る個人

住民税の留意点☆ 

平成25年 1月1日以後に支払われるべき退職手

当等に係る個人住民税については、10％税額控除

の特例が廃止されます。 
 10%税額控除 2 分の１課税 

特定役員 廃止 廃止 

特定役員以外 廃止 適用 

特定役員とは、役員等勤続年数が 5年以下である人をいいます。 

☆住宅借入金等特別控除☆ 

 居住者が住宅ローン等を利用して、マイホームの

新築、取得又は増改築等をし、年末までに自己の居

住の用に供した場合で一定の要件を満たす場合は所

得税額控除を受ける事が出来ます。平成 24 年取得

分は控除期間 10 年、控除限度額 30 万円/年です。

平成 25 年取得分は控除期間 10 年、控除限度額 20

万円/年となります。 

Vol.152  2013年 2月 7日 

日 


